
富士フイルム株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長・CEO：後藤 禎一）は、神奈川事業場小田原サイトに約100億円を投資し、

データストレージ用磁気テープの製造能力を約5倍*1に増強することを決定しました。生成AIの普及に伴い高まるデータアーカイブ

需要に対応するため、磁気テープの安定供給体制を強化します。本投資は2026～2028年度にかけて製造設備の増強および生産体

制強化のための人員増などに充てるものです。

*1 出荷容量ベース、2025年度比。

生成AIやクラウドサービスの急速な普及により、世界で生み出されるデータ量は飛躍的に増加しています。それに伴い、AIの学習・推

論や企業活動のデジタル化によって蓄積される膨大なデータを安全かつ効率的に保存・活用できる環境の整備は、デジタル社会を

支える上でますます重要になっています。磁気テープは、大容量データを低コストで長期間保存できるほか、媒体をネットワークから

切り離して保管できる特長を有しています。近年では大手クラウド事業者やデータセンター事業者を中心に採用が拡大しているほ

か、サイバー攻撃の高度化を背景に、ランサムウェアなどの脅威からデータを保護する手段としても注目が高まっています。

当社は1950年代に磁気テープの研究を開始し、その後放送用ビデオテープや家庭用ハイビジョンテープを発売するなど、時代とと

もに変化するデータ記録・保存ニーズにこたえながら事業を拡大させてきました。2000年にデータストレージ用磁気テープ

「FUJIFILM LTO Ultrium1」を発売して以降、独自の材料技術や精密塗布技術を生かし、磁気テープの性能向上に取り組んできまし

た。2011年に世界で初めて「バリウムフェライト磁性体」*2を磁気テープの材料として実用化し、2025年には「バリウムフェライト磁

性体」と「ストロンチウムフェライト磁性体」*3の技術を融合した「微粒子ハイブリッド磁性体」*4を採用した最新世代「FUJIFILM LTO

Ultrium10」を発売するなど、技術革新によって磁気テープの高容量化を牽引。現在、当社は磁気テープ市場で世界トップシェア*5を

有しています。

今回の投資では、最新世代のデータストレージ用磁気テープ「FUJIFILM LTO Ultrium10」を中心に、製造設備の増強や安定供給の

ための増員を行います。約100億円の投資は、当社のLTOテープ専用設備への投資としては過去最大規模となります。これにより、拡

大するデータアーカイブ需要への対応力を高めるとともに、お客さまへのさらなる安定供給を実現します。

当社は、今後も磁気テープの高容量化と安定供給を通じて、生成AIやクラウドサービスの普及に伴い増加するデータの長期保存を

支え、持続可能なデジタル社会の実現に貢献していきます。
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FUJIFILM LTO Ultrium10（30TBおよび

40TB）データカードリッジ

*2 当社が世界で初めて磁気テープの材料として実用化した独自の磁性体。高密度記録を可能にすることで、データストレージ用磁気テープの大容量

化を実現し、市場拡大を支えてきた基盤技術。

*3 データストレージ用磁気テープのさらなる高容量化に向けて当社が開発した独自の磁性体。磁気特性が非常に高く、微粒子化しても安定して高い

性能を維持することが可能。

*4 「バリウムフェライト磁性体」と「ストロンチウムフェライト磁性体」、それぞれに活用されているナノ粒子設計技術を組み合わせて当社が開発した

独自の磁性体。磁性体のさらなる微粒子化と磁気特性の向上により、高密度記録が可能。

*5 生産者シェア。当社調べ。

投資の概要

投資拠点 富士フイルム 神奈川事業場 小田原サイト

〒250-0001 神奈川県小田原市扇町2-12-1

総投資金額 約100億円（2026～2028年度）

投資内容 磁気テープの製造能力増強のための設備や増員など

お問い合わ

せ

報道関係

富士フイルムホールディングス株式会社

コーポレートコミュニケーション部 広報グループ

TEL 03-6271-2000

お客さま

富士フイルム ウェブサイト LTOについて

* 記事の内容は発表時のものです。最新情報と異なる場合（生産・販売の終了、仕様・価格の変更、組織・連絡先変更等）がありますのでご了承くださ

い。
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